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産学官民連携による高齢者活動広域的サポート事業の開発 
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要   旨 
2020 年度はプログラムを受講した企業社員による高齢者ケアサポートをさらに他地区、UR への拡

大を試みる予定であった。協力機関(福岡市、福岡市社会福祉協議会、早良区社会福祉協議会)ととも

に、田隈校区住民、民生委員との連携しながら地域高齢者ケアサポートの打ち合わせまで実施した。

2020 年度は新型コロナ感染症の蔓延により、ほぼ中止となった。しかし、産学官民連携すること

は、今後重要となってくると思われる。今後新型コロナ感染症の影響が少なくなった後に企業との連

携協働、高齢者や民生委員との連携協働を試み、何が求められ、何ができるか検討・評価することが

重要である。 
 
 
1．緒 言 

超高齢・長寿時代に相応しい新しい地域包括

ケアシステムの構築が求められている。産学官

連携に住民を巻き込んだ産学官民連携が重要と

なってきているが、その具体的な実現例は少な

い。本学では、2017 年度から 2018 年度まで壮

年期世代の企業社員が、地域で生活している高

齢者、独居高齢者、要介護高齢者に対して質の

高いケアサポートを実施するための教育プログ

ラムを開発し人材育成に取り組んできた。 

2019 年度には検針巡回時の高齢者の見守りやコ

ミュニケーションを通してサポートすること

や、巡回時に高齢者に対する緊急時の対応が適

切にできるようになり、企業社員による福岡市

早良区田隈校区の 2 か所の高齢者サロンにおい

て高齢者ケアサポートも実施し、住民からも支

持を得ることができた。2020 年度の計画では、

表 1 に示すように、1．企業社員による田隈校

区の他高齢者サロンへの活動をさらに拡大す

る、2．UR 都市機構との連携（荒江団地、宝台

団地）ユアメイトとの連携を推進し、高齢者の

安全について検討する、3．企業社員の防災に

関する研修の推進を目標とすることとした。 

 

 表 1 2020 年度研究スケジュール 
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隈校区を対象として、企業社員による高齢者ケ

アサポートを継続して実施することとした。①

高齢者ふれあいサロンに参加しながら信頼関係

の構築を行い、②生活支援ボランティアを兼ね、

③企業社員による独居高齢者や虚弱高齢者の見

守りや声掛け、社会参加促進など「健康」「ケア

というまなざし」を持って実施できることを目

指した。プログラムの有効性は、企業社員だけで

なく、地域高齢者、住民、民生委員の意見をアン

ケートおよびインタビューを求め総合的に評価

する計画を立てた。 

 

3．研究結果 
2020 年 2 月から新型コロナ（Covid19）感染症

の蔓延により、4 月から緊急事態宣言の発出、5
月には解除された。その後地域の高齢者サロン

では、感染防止に則り、ソーシャルディスタンス

の確保の対策を講じて 10月に少人数にて始まっ

た。しかし、新型コロナ感染症が高齢者への影響

が大きいとの報道があり、高齢者自身が地域で

の活動に参加しなくなった。10 月～12 月の 3 か

月間は挨拶を兼ねて企業社員とともに高齢者サ

ロンに参加したが、10 数名の参加であった。 
2021 年 1 月に福岡県に再度の緊急事態宣言が

発出、3 月まで延長されたことから再度高齢者へ

の活動が停滞することとなった。 
1）田隈校区の他サロンへの拡大 
 8 月に田隈校区全体のリーダー会に参加し、 
希望サロンを募集したところ、1 か所の応募があ

った。コロナ禍の影響が治まるのを待って 
開始することとした。 
2）UR 都市機構との連携（荒江団地、宝台団地） 
2020 年度に向けて UR 都市機構の管理者と打ち

合わせ予定であったが、新型コロナ（Covid19）
感染症の蔓延により、中止となった。 
3）企業社員の防災に関する研修の推進 
防災士の資格取得を計画していたが、新型コ

ロナ（Covid19）感染症の蔓延により、中止とな

った。 
4）検針員フォローアップ研修  

 企業社員のフォローアップ研修として、「災害

対策―あなたにもできること」の講演会を開催

する予定である。緊急事態宣言が延期され、今年

度は中止となった。 
 
4．考 察 
 地域の高齢者は、健康の維持や安心・安全な生

活を維持することに関心が高く、認知症、災害対

策に対し、危機感を持っている。適切な対応につ

いて自ら学ぶと同時に、地域住民相互、あるいは

周囲の多機関とともに助け合うことを望んでい

る。産官学民が連携しながら企業社員が地域に

なじみ、信頼関係を築くことで高齢者の社会参

加を促すサポートへとつながっていくと考えら

れ、今後の展開が期待されている。 
 2020 年度は未曾有の新型コロナ感染症の蔓延

によってほぼ外部との接触が困難であった。高

齢者も自粛によって閉じこもりとなっている。

今後新型コロナ感染症の影響が少なくなった後

に企業との連携協働、高齢者や民生委員との連

携協働を試み、何が求められ、何ができるか検

討・評価することが重要である。 
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